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三
月
議
会
報
告

会期は、２月２７日から３月２６日でした。
主な議案
①手数料条例の改正
②令和5年度一般会計補正予算
③国民健康保険条例の改正
④令和６年度一般会計予算
⑤令和６年特別会計予算
など３５議案が審議されました。

３月議会で上程された３５議案のうち、下記の６議案に
反対をしました。その理由は下記のとおりです。

議案第11号 介護保険条例の改正
議案第27号 介護保険特別会計予算
介護保険料の所得段階は、第１段階～１５段階で第３
段階まで、公費による引き下げが行われているが年間
100円～17,400円の引き上げです。物価高騰など市民
負担が強まる中で、引き上げを含んだ予算案には賛成
できない。また、介護保険料の引き下げの努力が不足
している。

議案第26号 一般会計予算
国保会計の基金を使って、１８歳までの子どもの均等
割34,200円をなくし、特定健診費用1,100円も無料となり
ます。市民や子育て支援の充実に向けて努力している
ことは評価できます。
しかし、産業団地造成に偏った予算計上となっていま
す。中小企業への抜本的な支援が必要です。農業者
への支援も不十分です。消防では、共同指令センター
整備事業に佐野市との消防指令業務の共同運用に向
け、実施設計を策定に６８０万円余を計上。大規模災害
の時にどうなるのかなど佐野市との指令センターを共用
することの検証が必要です。

議案第31号 あがた駅北産業団地開発事業予算
委託料3900万円、工事請負費4900万円余、負担金、
補助及び交付金1億３０００万円余を計上しています。そ
のうち６億５９００万円余を市債で賄います。公債費も１
憶２３００万円も発生し、合計７億８５００万円です。その
中に一般会計予算から、１億２５００万円余を繰り出して
います。雇用人数、誘致企業の種類など目標もないま
ま事業を進める本議案には賛成できない。

子どもの国保税ゼロに！

第11号 介護保険条例の改正

第26号 令和６年度一般会計予算

第27号 令和６年度介護保険特別会計予算

第28号 令和６年度国民健康保険特別会計予算

第29号 令和６年度後期高齢者医療特別会計予算

第31号 令和６年度あがた駅北産業団地開発事業特別会計予算

3月の予算議会で、子どもの国民健康保険税
34,200円/年の負担がなくなりました。さらに第2子の
保育料無償化、国保会計の特定健康診査料金
1,100円の無料化、帯状疱疹接種補助（50歳以上）
休日夜間急患診療所の夜間診療所の再開など子
育て支援や市民負担軽減を前進させました。中で
も子どもの国保税ゼロは、昨年の市議会議員選挙
公約であり、県内でも初めてのことで市民運動の大
きな成果です。

議案第28号 国民健康保険特別会計予算
議案第29号 後期高齢者医療特別会計予算
本年１２月から予定されている健康保険証を廃止して
マイナンバーカードに一本化することについて、市民の
不安に応える内容が全くない予算となっている。マイナ
保険証は２０２１年から使用されているが、医療機関でト
ラブルが続出している状況にあります。また、その対応
も根本対策とは言えず、安心してマイナ保険証へ切り
替えることができるのか、未だにはっきりしない有様です。
おこりうるトラブルを国民、医療機関に押し付け続けるこ
とは許されないと考えます。
また、現状の保険証廃止に伴い「マイナ保険証を持た
ない人には資格確認書、持っている人には『資格情報
のお知らせ』が届けられるが、これなら（従来の）健康保
険証でいいのではないか。
国が決定したことの問題点に何ら対策を取らないこと
は、基礎自治体としての責任を放棄していると言える状
況。以上のことから予算案に賛成できない。

帯状疱疹接種補助金（対象50歳以上）

2種類
①生ワクチン（1回接種）4000円
②不活化ワクチン（2回接種）各1０．０００円

問合せ先：健康増進課 保健検診担当
            ０２８４－２０－２３７３

河南消防署の
指令センターを視察

5月19日に行われた
市水防演習会場で



鳥
井
や
す
こ
の

一
般
質
問

１
．
生
活
保
護
世
帯
の
現
状

①
需
給
状
況
の
変
化

鳥
井
：
生
活
保
護
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
申

請
を
行
っ
て
い
な
い
人
が
多
い
。

我
が
国
は
受
給
で
き
る
人
の
う

ち
現
に
利
用
し
て
い
る
人
の
割
合

「
捕
捉
率
」
が
他
国
と
比
較
し
て

低
い
が
本
市
の
捕
捉
率
は
ど
う

か
。 

当
局
：
捕
捉
率
に
つ
い
て
は 

、
市

や
県
な
ど
地
方
公
共
団
体
が
算

出
す
る
統
計
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て 

い
な
い 

。
生
活
困
窮
者

に
対
す
る
支
援
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
、
生
活
困
窮
に
関
す
る
相

談
等
で
把
握
し 

、
こ
の
よ
う
な
相

談
が
あ
っ
た
際
に
は
、
生
活
の
状

況
等
を
聞
き
取
る
こ
と
で
必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
て
い 

る 

。

②
足
利
市
の
捕
捉
率

２
．
災
害
時
の
避
難
所

①
避
難
所
の
収
容
人
数
は
！

鳥
井
：
能
登
半
島
地
震
で
は
避

難
所
に
入
れ
な
い
人
が
大
勢
い

た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
た
。
本

市
で
は
地
域
ご
と
に
避
難
所
が

指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
人
口
の

何
パ
ー
セ
ン
ト
を
収
容
で
き
る
の

か
。
収
容
人
数
を
超
え
た
場
合

の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

当
局
：
「
足
利
市
地
域
防
災
計

画
」
に
お
い
て
は
、
37
か
所
の
指

定
避
難
所
全
体
で
約
５
万
４
千

人
の
避
難
者
を
収
容
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
こ

の
数
字
は
、
本
市
の
人
口
約
14

万
人
に
対
し
て
、
40
パ
ー
セ
ン
ト

程
度
の
収
容
率
と
な
る
。

が
主
体
の
開
発
手
法
に
よ
り
、

新
た
な
産
業
団
地
開
発
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

水
田
の
果
た
す
役
割
、
何
よ
り

食
料
自
給
率
向
上
に
逆
行
す
る

の
で
は
な
い
か

当
局
：
農
用
地
を
開
発
す
る
に

は
農
林
水
産
省
ま
で
協
議
し
、

整
っ
た
場
合
の
み
開
発
可
能
。
当

然
国
に
お
い
て
食
料
自
給
率
も

検
討
精
査
さ
れ
る
も
の
。
農
業

生
産
基
盤
も
産
業
開
発
も
本
市

に
欠
か
せ
な
い
施
策
。
両
産
業

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
推
進
。

２
．
農
業
政
策

農
用
地
を
ど
う
守
る
か

３
．
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
保
障

足
利
市
立
小
中
学
校
の
教
育

環
境
の
充
実
に
関
す
る
答
申

お
ぜ
き
：
答
申
は
、
望
ま
し
い

学
校
基
準
、
学
校
規
模
、
小

中
一
貫
教
育
の
推
進
な
ど
と

し
て
い
る
。
学
校
の
再
編
は
、

地
域
を
大
き
く
変
え
る
大
事

業
。
な
ぜ
小
規
模
校
で
は
な

く
、
望
ま
し
い
学
校
基
準
・

規
模
、
小
中
一
貫
校
推
進
な

の
か
十
分
な
論
議
が
必
要
で

は
な
い
か
。

当
局
：
あ
る
程
度
の
人
数
・学

校
の
規
模
の
方
が
子
ど
も
の

力
を
育
み
や
す
い
こ
と
か
ら

出
て
い
る
答
申
と
受
け
止
め
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
行
政
計
画
を

策
定
し
、
き
ち
ん
と
説
明
し
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
も
実

施
し
、
多
く
の
意
見
を
集
約
に

つ
と
め
る
。

鳥
井
：
桐
生
市
の
生
活
保
護
業

務
で
保
護
費
の
毎
日
分
割
、
預

り
金
、
支
給
決
定
遅
延
な
ど
の

不
適
切
な
対
応
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
報
道
さ
れ
、
本
市
の
現

状
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
も
い

る
。
こ
の
10
年
間
で
世
帯
累
計

型
の
生
活
保
護
受
給
世
帯
数
に

ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
か
。 

当
局
：
２
０
１
１
年
度
か
ら
２
０

２
１
年
度
で
は
高
齢
者
世
帯
が

増
加
し
、
受
給
世
帯
全
体
に
占

め
る
高
齢
者
世
帯
の
割
合
も
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ

て
い 

る 

。
保
護
受
給
世
帯
数
は

栃
木
県
全
体
の
状
況
と
概
ね
同

様
に
推
移
し
て
い
る
。

②
避
難
所
の
機
能
、

及
び
環
境
整
備

鳥
井
：
避
難
所
の
環
境
整
備
に

当
た
り
、
一
人
当
た
り
の
十
分

な
面
積
の
確
保 

な
ど
感
染
症
へ

の
対
策
が
重
要
で
あ
る
。
現
状
と

今
後
の
整
備
予
定
は
ど
う
か
。

当
局
：
指
定
避
難
所
に
お
け
る

必
要
な
対
策
に
つ
い
て
、
本
市
の

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
整
理

す
る
と
と
も
に
、
指
定
避
難
所

で
あ
る
小
中
学
校
に
お
い
て
、
必

要
に
応
じ
普
通
教
室
等
の
利
用

を
図
り
、
一
人
当
た
り
の
面
積

を
確
保
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
避

難
所
用
の
資
機
材
と
し
て
、
間

仕
切
り
や
簡
易
テ
ン
ト
、
段
ボ

ー
ル
ベ
ッ
ド
、
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
の

充
実
に
努
め
て
き
た
。

３
．
住
宅
の
耐
震
性

①
耐
震
診
断
へ
の
取
り
組
み

鳥
井
：
わ
が
国
で
は
東
日
本
大

震
災
以
降
も
大
規
模
な
地
震
が

発
生
し
て
お
り
、
本
市
で
も
地

震
へ
の
備
え
は
で
あ
る
が
、
市
内

の
住
宅
で
耐
震
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
家
屋
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
。
ま
た
、
家
屋
の
所
有
者

に
耐
震
診
断
を
促
す
こ
と
が
必

要
だ
が
、
本
市
の
具
体
的
な
取

り
組
み
内
容
を
聞
き
た
い
。 

当
局
：
令
和
２
年
度
に
お
け
る

住
宅
の
総
戸
数
約
５
７
９
０
０
戸

の
う
ち
、
耐
震
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
住
宅
戸
数
の
推
計
は
約
８

６
０
０
戸
で
、
住
宅
全
体
に
占
め

る
割
合
の
推
計
値
は
約
15
％
と

な
り
ま
し
た
。

②
耐
震
化
へ
の
支
援

鳥
井
：
能
登
半
島
地
震
の
被
災

状
況
を
見
る
と
、
老
朽
化
し
た

家
屋
の
耐
震
改
修
が
重
要
で
あ

る
が
、
本
市
の
耐
震
改
修
へ
の
補

助
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
耐
震
化
の
取
り
組
み
は
現

状
で
十
分
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

当
局
：
旧
耐
震
の
住
宅
所
有
者

の
多
く
が
高
齢
で
あ
り
資
金
面

に
余
裕
が
な
い
こ
と
や
自
宅
を

引
き
継
ぐ
家
族
が
い
な
い
等
の

理
由
に
よ
り
、
耐
震
診
断
に
踏

み
出
せ
な
い
方
が
多
く
い
る
。

所
有
者
の
費
用
負
担
な
く
耐

震
診
断
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が

昨
年
度
栃
木
県
か
ら
提
示
、
令

和
6
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

今
後
、
市
内
の
住
宅
の
更
な
る

耐
震
化
の
促
進
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

②
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
ぜ
き
：
２
０
２
４
年
１
月
、
厚

生
労
働
省
の
社
会
保
障
審
議

会
介
護
給
付
費
分
科
会
の
中
で

は
、
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
引

下
げ
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
厚

労
省
調
査
で
３
６
．
７
％
の
事
業

所
が
赤
字
。
足
利
市
で
も
30
を

超
え
る
事
業
所
が
あ
る
が
実
態

調
査
が
必
要
で
は
な
い
か
。

当
局
：
国
は
報
酬
改
定
並
び
に

処
遇
改
善
加
算
全
体
で
見
る
と

賃
上
げ
相
当
の
額
で
、
大
き
な

影
響
は
な
い
と
い
う
言
い
方
を

し
て
い
る
と
認
識
。
国
の
試
算
に

基
づ
き
動
向
を
注
視
。

お
ぜ
き
：
西
幸
楽
荘
、
東
幸
楽

荘
北
幸
楽
荘
の
３
つ
の
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
、
年
間
８

万
人
以
上
の
高
齢
者
な
ど
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。
南
部
地
域
は
南

幸
楽
荘
が
廃
止
さ
れ
て
以
来
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
な
い
状

態
。
災
害
時
に
も
対
応
で
き
る

公
平
性
の
観
点
か
ら
、
南
部
地

域
に
同
様
の
施
設
が
必
要
で
は

な
い
か
。

当
局
：
公
共
施
設
の
更
新
、
再

編
の
継
続
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
お
り
、
新
た
な
施
設
設
置

計
画
は
困
難
。
災
害
時
の
避
難

場
所
は
、
障
が
い
者
等
を
含
め
て

福
祉
避
難
所
を
併
設
す
る
施
設

と
し
て
計
画
。

答申内容

お
ぜ
き
栄
子
の

一
般
質
問

１
．
高
齢
者
対
策

お
ぜ
き
：
第
９
期
計
画
を
作
成

す
る
に
当
た
り
、
基
本
方
針
と
し

て
、
「
い
き
い
き
と
し
た
自
立
生
活

を
支
援
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
高

齢
者
学
級
は
19
講
座
あ
る
が
地

域
ふ
れ
あ
い
講
座
（
3
世
代
交
流

な
ど
）
は
7
講
座
と
増
え
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

当
局
：
増
や
せ
る
体
制
が
整
え

ば
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は

内
容
の
充
実
等
を
考
え
る
。
講
座

数
を
増
や
す
か
は
今
後
検
討
。

お
ぜ
き
：
第
８
期
計
画
で
は
、
第

１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
保

険
料
段
階
を
14
段
階
、
第
９
期

計
画
で
は
15
段
階
。
対
象
者
の
合

計
所
得
金
額
が
細
分
化
、
結
果

的
に
全
体
で
保
険
料
が
引
き
上

げ
と
な
っ
て
い
る
。
基
金
11
億
円

の
う
ち
、
6
億
5
千
万
円
を
使

う
が
全
額
使
い
、
引
き
下
げ
る
考

え
は
ど
う
か
。

当
局
：
基
金
残
高
は
、
今
後
中

長
期
的
に
本
市
の
介
護
保
険
制

度
の
運
営
は
安
定
的
な
持
続
可

能
な
運
営
と
い
う
視
点
も
含
め
て

考
え
た
結
果
。

①
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
21

第
9
期
計
画

基
金
全
額
を
使
い

保
険
料
の
引
き
下
げ
を
！

介護保険料滞納
状況
（2022年）

①滞納者数・額
851人・5110万円
②償還払い

8名
③給付額の制限

21名

お
ぜ
き
：
8
年
7
カ
月
か
け
、

圃
場
整
備
し
た
矢
場
川
地
区
の

農
用
地
（水
田
・畑
）を
「地
域
未

来
投
資
促
進
法
」
を
活
用
し
、

立
地
を
希
望
す
る
民
間
事
業
者

・小規模校
11学級以下（全学年）

・望ましい学校規模
小学校
12学級以上18学級以下
中学校
9学級以上18学級以下

・望ましい学級規模
小学校
1学級１８人以上35人以下
中学校
1学級18人以上35人以下

災
害
時
に
も
対
応
で
き
る

南
部
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
！
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